
羅

纂

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
に
お
け
る
第
五
回
数
國
史
學
會

　
十
九
世
紀
以
摩
の
國
際
主
義
の
運
動
は
二
十
世
紀
に
入

っ
て
、
科
學
研
究
方
面
に
お
い
て
種
々
の
國
際
的
最
合
を

生
み
、
學
術
の
…
進
歩
は
柵
歯
入
類
共
働
的
産
物
で
あ
っ
て

塵
商
思
想
に
幽
境
な
き
こ
ご
を
如
實
に
示
し
た
。
串
．
學
の

領
域
に
於
て
も
、
こ
の
氣
蓮
に
よ
っ
て
既
に
一
九
〇
〇
年

巴
里
に
於
て
第
一
回
萬
野
史
學
會
が
催
さ
れ
て
か
ら
、
第

ご
回
羅
馬
（
一
九
〇
三
年
）
第
三
回
伯
林
（
一
九
〇
八
年
）
第

四
回
倫
敦
（
一
九
】
三
年
）
と
回
を
重
ね
る
に
随
ひ
次
第
に

盛
大
ピ
な
り
多
大
の
数
果
を
肢
め
た
。
し
か
る
に
世
界
大

戦
の
勃
登
ピ
婁
も
に
、
他
の
多
く
の
學
術
悪
難
合
も
同
…
様

で
あ
る
が
、
麩
に
、
動
も
す
れ
ば
駅
家
的
國
民
的
利
害
の

　
　
　
第
八
巻
　
　
雑
　
纂

文
學
士
　
安
　
藤

プ
リ
ユ
ソ
セ
ル
に
於
け
る
第
玉
高
萬
帯
説
學
曾

俊
　
雄

元
め
に
純
學
術
的
精
紳
の
没
却
さ
れ
易
い
歴
史
學
は
、
　
ツ

時
世
界
の
人
間
の
…
關
心
か
ら
遠
ざ
か
り
、
切
角
襲
展
に
向
．

ひ
つ
、
あ
っ
た
萬
國
吏
墨
會
も
中
絶
の
悲
運
に
閉
し
、
一

九
＝
ご
年
倫
敦
に
於
け
る
大
旨
の
ε
き
開
催
地
を
露
都
に

指
定
さ
れ
た
る
一
九
｝
入
年
の
第
五
回
目
の
龍
脳
は
水
泡

に
露
し
だ
Q
し
か
る
に
戦
後
、
世
界
三
和
熱
の
嬉
頭
に
よ

う
、
國
際
聯
盟
そ
の
他
の
國
際
運
動
の
再
興
ビ
ご
も
に
、

萬
國
史
樋
管
の
第
五
回
が
今
年
四
月
臼
耳
義
ブ
ソ
ユ
ツ
セ

〃
に
開
催
さ
れ
る
に
至
つ
だ
。
本
年
七
月
滑
台
の
亜
米
利

魏
歴
史
評
論
二
十
入
憲
感
想
所
載
の
妻
．
P
け
熱
き
瓢
の

報
告
は
こ
の
會
合
の
消
息
を
詳
細
に
傳
へ
て
る
る
。
叉
吾

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
五
九
　
（
五
八
一
）



㍉

　
　
　
第
二
巷
　
　
雑
　
纂

京
都
大
學
文
學
行
構
王
春
成
瀬
清
民
は
こ
の
學
會
に
藤
野

せ
ら
れ
、
同
誌
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
出
席
者
名
言
総
計
及
び

部
會
に
於
け
る
臨
写
な
る
研
究
報
告
の
摘
要
を
坂
口
敷
授

の
許
に
逡
ら
れ
た
、
私
は
こ
れ
ら
を
墾
考
に
し
て
こ
の
學

會
の
奇
霊
を
傳
へ
や
う
と
す
る
。

　
墾
加
人
員
七
百
以
上
、
之
を
國
別
に
す
れ
ば
二
十
三
ゲ

國
に
上
b
、
只
、
濁
逸
入
學
者
を
見
な
か
っ
た
の
は
残
念

で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
薫
習
的
會
合
謝
る
名
を
失
は
漁
。

塗
加
國
人
中
、
主
催
者
た
る
自
邸
義
人
最
も
多
く
、
佛
二

人
之
に
次
ぎ
、
英
園
及
び
そ
の
終
息
、
北
米
合
衆
國
の
順

位
で
あ
る
。
主
催
者
側
た
る
等
長
義
は
、
國
王
ア
ル
ベ
ー

ル
を
始
め
首
相
、
外
相
、
文
相
等
の
政
府
の
要
路
に
あ
る

喜
々
、
王
室
學
士
院
、
王
室
歴
史
委
員
會
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル

ガ
ソ
、
ソ
エ
ー
ジ
ュ
、
ル
ー
ヴ
ァ
ン
の
各
大
風
の
絡
長
、

敷
授
殊
に
ガ
ン
大
平
敷
授
、
頃
9
臥
型
養
葺
・
以
下
の
品
行

委
貰
は
大
努
力
を
し
て
み
る
。
會
合
は
、
四
月
八
日
か
ら

十
五
日
に
至
る
入
日
間
で
そ
の
う
ち
十
日
、
十
三
研
の
午

ブ
サ
ユ
ソ
セ
ル
に
於
け
る
第
五
圃
論
証
史
學
禽
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
山
ハ
○
（
五
八
二
）

後
に
於
け
る
絡
會
、
遜
譲
よ
り
十
四
日
に
い
た
る
連
欝
午

前
に
お
け
る
各
部
愈
ご
に
於
て
、
史
話
の
あ
ら
ゆ
る
領
域

に
わ
た
り
、
数
多
の
研
究
が
言
表
さ
れ
た
。
儲
君
は
王
宮

の
側
な
る
娼
三
巴
ω
号
い
》
6
民
2
毘
⑦
ω
の
み
で
は
各
部
會
の

全
部
を
牧
容
し
き
れ
す
、
部
會
の
或
も
の
は
王
室
美
術
館

そ
の
他
に
催
さ
れ
た
Q
そ
の
上
に
自
得
蕪
各
地
に
於
け
る

史
蹟
の
訪
問
踏
査
が
行
は
れ
、
そ
れ
る
＼
自
耳
義
の
専
門

家
が
案
「
四
役
ご
な
り
、
又
自
國
皇
室
を
始
め
か
介
方
面
か
ら

・
の
講
待
も
盛
に
行
は
れ
た
。

　
九
日
午
前
の
総
譜
に
は
、
萬
國
論
難
會
幹
部
の
選
墨
任

命
・
が
あ
り
、
賜
磯
長
ガ
ン
大
慰
†
敏
授
ア
ン
ソ
、
ビ
レ
ン
ヌ
…
以

下
の
臼
耳
義
委
員
の
外
に
、
各
國
代
表
者
選
任
せ
ら
れ
た

北
米
合
衆
國
を
代
表
す
る
コ
・
ソ
ビ
や
大
壷
敷
授
物
琴
の

8
ω
ぎ
多
δ
昌
英
國
を
代
表
す
る
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
學

の
同
・
男
円
。
芸
風
國
を
代
表
す
る
出
拓
。
嘗
ξ
寓
9
6
ぎ

露
西
亜
を
代
表
す
る
オ
ソ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
笠
敷
授
≦
桝
了

。
適
職
。
需
伊
太
利
を
代
表
す
る
ト
ソ
ノ
大
金
敷
授
Ω
器
下



碧
。
紆
ω
器
。
静
ス
ウ
ィ
ス
代
表
ジ
ェ
ネ
ヴ
ァ
大
雄
の

呈
露
蓉
厨
留
〇
二
お
ポ
ー
ラ
ン
ー
3
代
表
ワ
ル
シ
ャ
ウ
大
前
教

授
φ
U
・
ヨ
σ
募
鉦
い
つ
れ
も
現
代
斯
界
の
誉
宿
で
あ
る

同
日
の
開
愈
式
は
勤
王
ア
川
べ
ー
ル
が
皇
后
及
び
王
子
同

澄
し
て
臨
幸
し
、
外
相
藏
相
文
相
及
び
駐
臼
列
國
使
臣
も

臨
席
し
、
国
O
B
。
幕
の
主
宰
に
よ
っ
て
盛
大
に
行
は
れ
た

席
上
ゼ
レ
ン
ヌ
敷
授
の
現
今
歴
史
家
の
使
命
に
乱
す
る
演

説
が
あ
っ
元
。
そ
の
概
要
は
下
の
如
く
で
あ
る
。
歴
史
家

は
常
に
客
観
的
な
る
こ
ご
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は

自
已
の
蕪
派
、
宗
敷
、
隣
家
を
顧
慮
す
る
樫
能
を
有
だ
濾

彼
は
こ
れ
ら
｝
切
を
超
越
し
て
、
紬
鋼
的
、
不
偏
不
嫁
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
澱
。
大
戦
の
麗
質
は
學
問
の
僻
見
殊
に
民

族
の
差
異
を
打
破
し
た
Q
最
早
吾
々
は
歴
更
現
象
を
説
明

す
る
に
民
族
の
差
異
を
考
べ
て
は
な
ら
澱
。
既
往
の
民
族

の
融
合
は
現
今
各
國
民
の
差
別
を
困
難
な
ら
し
め
た
。
も

は
や
い
ろ
一
の
立
脚
黙
か
ら
、
・
拉
血
ハ
、
盛
宴
　
ス
ラ
ー

ヅ
の
細
別
を
考
へ
る
わ
け
に
ゆ
か
ぬ
、
開
明
諸
國
民
の
一

　
　
　
錐
八
巻
　
　
雑
　
纂

プ
リ
ユ
ソ
セ
ル
『
冒
於
け
る
第
∴
血
愚
説
困
腿
剛
史
墾
丁
曾
【 般

的
嚢
展
は
、
｝
個
の
共
通
法
期
に
違
ふ
も
の
で
、
若
し

吾
々
に
し
て
、
こ
の
法
則
の
説
明
に
民
族
ご
い
ふ
事
實
を

ご
り
入
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
未
知
の
問
題
を
以
て
未
知
の

問
題
を
解
決
せ
う
こ
す
る
も
の
で
あ
る
。
國
民
性
の
問
題
、

は
比
較
研
究
に
よ
る
べ
く
，
一
民
族
の
歴
史
は
、
人
類
全

般
の
立
場
か
ら
，
即
ち
、
遙
に
大
い
な
る
全
力
の
一
部
分

ビ
し
て
研
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
局
限
さ
れ
た
見
地
か

ら
の
考
察
は
不
完
全
な
結
果
を
齎
ら
す
。
古
代
の
歴
史
家

は
綜
合
こ
い
ふ
観
念
を
有
つ
把
、
こ
れ
現
今
の
吾
々
に
肝

腎
で
あ
る
。
歴
史
の
世
紀
ご
呼
ば
れ
た
る
前
の
十
九
世
紀

は
、
實
は
、
事
實
を
知
る
に
ご
い
ま
り
、
學
問
的
で
は
な

か
っ
た
。
今
や
歴
史
に
於
い
て
、
國
民
的
立
脚
黙
は
山
］
ぴ

客
観
、
不
偏
不
蕪
の
立
脚
黙
が
之
に
代
っ
た
の
で
あ
る
。

　
十
日
の
総
會
は
、
前
日
の
儀
式
的
な
る
に
引
き
か
へ
純

然
だ
る
學
會
で
あ
っ
た
。
図
Φ
く
器
¢
簿
〇
二
ρ
器
の
生
筆

寓
●
Ω
缶
幕
ω
切
ひ
ヨ
。
暮
は
『
英
王
が
佛
王
の
聡
號
を
批
棄

す
る
に
至
る
事
情
に
つ
い
て
』
ご
題
し
、
こ
の
繕
號
放
棄

　
　
　
　
　
　
　
第
「
四
馬
　
　
　
　
山
一
一
　
（
】
血
肥
一
二
）



　
　
　
第
入
巻
　
　
維
　
纂

の
問
題
は
既
に
ル
イ
十
四
世
十
五
世
時
代
に
佛
國
か
ら
屡

々
提
起
さ
れ
た
こ
ご
、
一
七
九
七
年
ソ
ー
ル
の
交
渉
の
際

六
呂
共
和
國
の
全
土
委
員
に
よ
っ
て
提
揖
さ
れ
た
四
個
の

豫
備
條
件
の
一
つ
は
、
こ
の
幕
號
拗
棄
で
あ
っ
た
こ
ご
、

こ
の
こ
き
の
交
渉
は
破
裂
し
た
が
、
一
入
○
○
年
ヲ
ユ
ネ

ー
ヅ
イ
ル
の
談
判
の
と
き
こ
の
問
題
は
再
び
提
越
さ
れ
、

途
に
其
年
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
併
合
後
英
國
は
自
書
的
に
佛
王

の
欝
號
を
拠
棄
す
る
に
至
っ
た
こ
ご
を
叙
べ
た
。
　
エ
デ
イ

ソ
．
バ
ラ
大
學
の
ω
ヰ
乏
崔
9
ヨ
因
9
ヨ
ω
超
は
う
希
臓
語
に

　
　
　
　
　
　
　
ア
ナ
ト
リ
ヤ

取
り
入
れ
ら
れ
た
東
方
の
言
語
に
よ
っ
て
、
東
方
文
化
の

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
に
及
ぼ
し
た
る
影
響
を
論
じ
、
ワ
ル
シ
ャ
ウ

大
夏
号
授
N
凶
魯
重
語
は
、
ト
ロ
ヤ
座
女
の
世
界
の
終
末
及

び
再
生
に
關
す
る
豫
言
を
取
扱
ひ
、
こ
の
豫
言
の
的
中
だ

こ
解
繹
さ
れ
た
る
紀
元
前
入
四
年
以
後
の
諸
ろ
の
事
件
を

指
摘
し
て
墓
督
紀
元
前
の
最
後
の
二
世
紀
問
に
お
け
る
こ

の
付
言
信
仰
の
歴
史
を
跡
づ
け
た
。
最
後
に
ト
ソ
ノ
大
學

藪
授
．
ω
舞
。
銘
ω
は
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
王
フ
ィ
フ
ッ
プ
五
世
が

プ
サ
ユ
ソ
セ
〃
に
於
“
る
第
五
餌
萬
秘
奥
皐
愈　
　
　
　
　
　
　
輪
ψ
四
號
　
　
　
　
六
二
　
　
（
五
八
四
）

点
画
マ
ケ
ド
ニ
ア
戦
役
に
於
て
羅
馬
ご
戦
ふ
や
、
陸
號
の

函
獲
の
十
分
の
一
を
デ
ロ
ス
の
ア
ポ
ロ
ン
瀞
に
奉
納
せ
る

事
實
を
論
じ
、
こ
の
奉
納
の
デ
ー
ト
を
紀
元
前
ご
〇
一
年

ε
確
定
し
、
こ
の
結
論
よ
り
し
て
紀
元
前
二
〇
一
年
の
戦

役
の
年
代
、
及
び
ス
パ
ル
タ
王
ナ
ヴ
イ
ス
の
だ
め
に
回
せ

ら
れ
た
る
デ
ロ
ス
布
告
の
デ
ー
ト
ご
そ
の
意
義
に
外
し
て

推
論
を
下
し
た
Q

　
十
三
日
の
総
會
は
、
重
要
な
る
學
術
的
報
告
が
あ
っ
た

ブ
ソ
ン
ス
ト
ン
大
言
敷
授
で
近
代
史
を
専
攻
し
最
近
に

9
夢
①
↓
貯
Φ
9
0
ま
臼
焦
ω
な
る
名
著
を
出
し
だ
国
戸
二
く
窪

U
団
日
（
o
が
カ
タ
リ
ナ
・
1
3
・
メ
ヂ
チ
の
性
格
に
つ
い
て
研
究

報
告
を
な
し
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
學
敷
授
力
。
ω
8
く
葺
飛

は
、
紀
元
第
三
世
紀
羅
馬
帝
國
内
に
於
け
る
政
治
上
魁
會

上
の
危
機
が
都
市
に
封
ず
る
地
方
農
民
の
反
織
に
あ
っ
た

こ
ご
を
指
摘
し
、
羅
馬
の
ω
o
奉
8
門
∩
巴
0
9
威
。
。
Φ
は
、

昨
年
羅
馬
に
て
第
一
憲
を
出
版
さ
れ
た
る
羅
馬
市
に
お
け

る
紀
元
七
世
紀
以
前
の
基
督
敷
金
石
交
の
言
値
を
報
告
し



こ
れ
に
次
い
で
副
會
長
団
鎚
葛
O
賃
B
o
暮
は
、
紀
元
後
三
世

紀
に
批
棄
さ
れ
た
る
希
惨
毒
の
植
民
地
U
。
謹
㌣
田
δ
℃
8

の
遣
跡
な
る
ユ
r
フ
ラ
テ
ィ
ス
河
畔
の
ω
鑑
ぼ
冊
封
の
登

掘
、
及
び
バ
ル
ミ
ラ
帥
殿
に
於
け
る
注
目
す
べ
き
絡
書
に

つ
い
て
詳
細
報
告
し
、
プ
ソ
ユ
ソ
セ
ル
王
室
博
物
館
の

寓
’
盆
碧
9
瞬
冨
は
、
最
近
自
耳
義
皇
后
の
埃
及
ツ
タ
ン

カ
ー
メ
ン
王
墳
墓
の
見
世
蟹
行
に
供
奉
し
て
視
察
せ
る
ご

こ
ろ
を
報
告
し
た
。

こ
れ
ら
総
會
の
外
に
里
芋
各
営
門
の
領
域
に
よ
っ
て
、
部

會
が
催
さ
れ
数
多
の
研
究
報
告
が
あ
っ
た
。
部
落
は
そ
の

数
十
三
、
そ
の
中
の
或
も
の
は
二
個
以
上
の
小
分
會
を
有

し
、
こ
れ
ら
を
合
罪
す
れ
h
ば
廿
三
個
の
部
會
こ
な
う
、

各
部
會
は
、
三
回
乃
至
五
回
の
集
會
を
催
し
π
。
部
曾
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
れ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
　
　
　
　
　
　
　
　

逼
分
は
下
の
如
く
で
あ
る
。
ω
オ
ー
ソ
エ
ン
ト
史
、
1
1
希

　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

臓
羅
馬
史
、
㎜
ビ
ザ
ン
ッ
研
究
、
W
中
世
史
、
凹
σ
り
近
代

史
、
②
現
代
史
ゐ
商
亜
米
利
加
大
陸
史
、
㈲
櫨
民
地
捻
ぴ

陸
地
螢
見
風
、
刷
。
睡
座
敷
史
、
働
。
う
竪
樋
史
、
（
十
ご
世
紀

　
　
　
第
入
巷
　
　
雑
．
纂

プ
リ
ユ
ソ
セ
ル
に
於
浩
り
る
第
五
回
萬
國
門
史
要
魯

毒
蕊
（
同
＋
雇
紀
以
後
）
、
隙
血
石
吏
、
・
古
代
・
溜

　
　
　
　
　
　
エ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
中
世
及
び
近
代
而
経
濟
史
醸
・
，
文
化
雲
古
代
思
想
栃

同
（
中
世
及
び
近
代
思
想
）
働
讐
學
史
、
殉
山
美
術
史
、
②
考
古

學
、
習
史
官
無
音
、
鍵
學
の
補
助
學
、
測
距
奨
戦

　
　
　
　
　
エ

兜
の
交
書
、
測
交
書
館
及
び
肇
敷
本
の
出
版
、
こ
れ
ら

の
部
會
が
會
期
中
に
催
し
た
集
會
は
百
以
上
に
及
び
、
登

表
さ
れ
た
研
究
報
告
三
百
四
十
を
越
え
て
み
る
。

　
最
絡
日
十
五
日
に
は
最
後
の
総
會
が
開
か
れ
た
。
こ
れ

に
は
連
日
開
催
さ
れ
た
る
十
三
の
部
會
に
お
け
る
種
々
の

決
議
事
項
が
報
告
さ
れ
、
コ
ロ
ム
ビ
ャ
大
學
敏
授
、
シ
・

ッ
ト
ウ
ェ
ル
の
議
長
の
下
に
全
會
】
致
で
吏
學
研
究
に
お

い
て
数
々
の
國
際
的
事
業
の
計
書
を
確
定
し
た
、
そ
の
主

な
る
も
の
を
記
せ
ば
下
の
如
く
で
あ
る
。
オ
ー
ソ
エ
ン
ト

史
の
単
坐
は
O
O
信
蕊
Ω
Φ
旨
望
薄
戸
§
》
。
・
凶
p
。
》
暮
2
δ
勢

〉
簿
β
§
老
ヨ
の
出
版
計
叢
を
可
決
し
、
ビ
ザ
ン
ツ
史
部
會
は

國
際
ビ
ザ
ン
ッ
研
究
評
論
を
ブ
リ
ュ
ソ
セ
ル
に
て
創
立
し
、

そ
の
實
行
準
備
委
員
ε
し
て
τ
グ
ネ
の
〉
●
》
＆
器
践
ゆ
ω

　
　
　
　
　
　
　
第
M
四
日
　
　
　
　
山
姫
三
　

（
五
八
五
）



　
　
　
第
入
渠
　
　
維
　
纂

エ
デ
ン
バ
ラ
大
嘗
の
ω
マ
芝
農
§
菱
・
・
巽
団
を
始
め

そ
の
領
域
の
惚
者
数
名
を
指
名
し
た
。
経
濟
史
部
曾
は
國

際
経
野
史
評
論
を
計
書
し
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
宝
の
ω
膠

妻
壁
欝
ヨ
》
参
げ
団
敢
授
ガ
ン
大
魚
の
ピ
レ
ン
ヌ
敷
授
等
を

委
員
に
指
摘
し
、
法
刷
史
部
會
は
法
學
敷
育
に
於
て
法
律
、

制
度
史
及
び
そ
の
史
料
の
研
究
に
重
き
を
置
く
べ
し
ご
の

意
見
を
提
霞
し
、
史
學
研
究
法
部
會
は
先
づ
次
回
の
部
會

に
一
於
て
、
東
国
史
部
會
を
設
伸
す
る
こ
ご
、
牌
弟
二
に
は
、

・
そ
の
際
に
は
史
學
研
究
法
、
理
論
、
綜
合
に
…
約
す
る
問
題

U
に
十
分
考
慮
を
お
く
こ
ご
、
國
際
委
員
を
常
設
し
て
、
こ

れ
を
し
て
特
に
如
上
の
問
題
に
注
意
を
沸
は
し
め
、
各
國

史
學
滴
の
援
助
を
侯
っ
て
そ
の
研
究
を
容
易
な
ら
し
む
る

こ
ご
、
第
三
に
は
海
際
聯
盟
の
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
・
コ

牙
ベ
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
委
員
に
挺
し
て
、
同
委
員
の
提
議
せ

る
新
ら
し
き
…
般
史
の
研
究
に
於
て
、
歴
史
的
綜
合
、
理

論
に
重
き
を
お
き
、
個
々
の
連
絡
な
き
事
實
を
精
確
に
且

つ
客
親
的
に
吟
味
す
る
ご
き
に
如
上
の
歴
史
研
究
法
を
適

プ
リ
ュ
ソ
セ
ル
に
n
於
㎝
り
ろ
第
五
鰯
弗
馬
忠
興
藻
禽
　
　
　
　
　
　
　
第
㎝
悶
日
號
　
　
　
　
轟
ハ
四
　
　
（
五
入
山
ハ
）

用
す
る
こ
ご
を
念
頭
に
お
く
や
う
に
希
望
し
た
。
中
唐
近

代
思
想
吏
の
部
曾
の
淡
議
し
た
希
望
は
、
現
今
世
界
に
於

け
る
二
三
重
要
國
語
以
外
の
言
葉
で
登
表
さ
れ
だ
學
術
上

の
研
究
が
學
界
に
あ
ま
り
知
ら
れ
す
に
尽
る
の
を
遺
械
ご

七
、
世
界
の
重
要
な
る
學
術
蕪
誌
に
こ
れ
ら
の
論
文
著
書

を
紹
介
す
る
こ
ご
で
あ
っ
た
。
爾
、
同
憂
會
は
、
中
世
拉

典
交
製
本
を
そ
の
頭
初
の
言
葉
（
貯
Ω
箕
）
に
よ
っ
て
目
録

を
つ
く
る
こ
ご
、
そ
の
仕
事
を
ル
ー
ヅ
ァ
ン
大
義
に
依
囑

す
る
こ
ご
を
決
議
し
π
Q
世
界
大
戦
史
文
書
の
部
會
の
決

議
は
。
大
戦
に
撰
す
る
出
版
物
の
推
劉
的
圖
書
臼
録
の
刊

行
、
各
圖
書
館
、
戦
史
研
究
團
禮
相
互
問
の
文
書
、
書
籍

旨
録
の
交
換
を
實
行
ず
る
た
め
の
施
設
を
提
議
し
、
繊
凍

得
る
な
ら
ば
、
各
國
政
府
は
、
各
地
方
行
政
甚
域
、
諸
都

市
の
大
戦
文
書
館
を
分
類
す
る
上
に
劃
一
的
方
法
を
ご
る

こ
ご
を
協
定
す
る
こ
ご
、
又
、
臼
耳
義
の
大
戦
交
書
館
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

員
は
大
戦
史
に
参
す
る
國
際
的
著
作
に
よ
り
多
大
な
る
便

宜
を
輿
へ
る
や
う
に
活
動
す
る
こ
ご
を
も
希
望
し
た
。
最



後
に
文
書
館
の
部
會
は
次
の
や
う
な
意
見
を
提
出
し
だ
。

現
今
の
数
多
の
文
書
館
は
、
専
門
的
文
書
管
理
人
の
監
督

統
御
の
下
に
中
央
集
権
的
に
管
理
さ
れ
る
べ
く
、
且
、
國

境
の
愛
改
の
だ
め
に
平
家
相
互
間
に
文
書
館
の
三
野
が
行

は
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
國
の
行
政
上
の
要
求
の
み
な
ら

す
、
ま
だ
知
識
上
、
宗
敷
上
及
び
藝
盤
上
の
利
害
關
係
を

も
顧
慮
に
入
れ
る
こ
い
ふ
の
で
あ
る
。
こ
の
外
に
部
會
に

於
て
提
議
さ
れ
す
し
て
直
接
総
會
に
鵠
さ
れ
た
る
三
個
の

提
案
が
め
っ
た
Q
そ
の
一
つ
は
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
ン
繭
・
寓
㌣

讐
9
昏
の
提
案
で
あ
る
一
般
史
に
接
す
る
岡
書
目
録
作
成

で
あ
る
Q
こ
れ
は
既
に
國
際
聯
盟
の
イ
ン
ラ
レ
ク
チ
ュ
ァ

ル
・
コ
ォ
ペ
レ
！
シ
ョ
ン
の
委
ロ
貝
か
ら
本
＾
曾
H
へ
…
提
議
さ
れ

た
も
の
だ
。
第
こ
は
男
鎚
p
窪
昏
無
口
。
ω
9
μ
の
歴
史
壁
書
目

録
年
報
の
國
際
的
出
版
事
業
、
換
言
す
れ
ば
今
は
磨
刊
せ

る
冒
ξ
o
ω
げ
。
臨
。
窪
。
畠
Φ
・
。
O
o
ω
o
ぼ
。
窪
ω
≦
置
・
。
o
蕊
鮎
ρ
ρ
・
h
誘
の
如

き
も
の
を
多
少
模
…
榛
更
へ
て
熔
断
す
る
ご
い
ふ
三
献
で
あ

る
。
第
鳳
ご
は
イ
ン
テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル
・
コ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
第
入
善
　
難
纂

プ
リ
ュ
ソ
セ
ル
に
於
け
る
第
［
五
圓
萬
國
史
臨
㍗
衛
昌

の
委
員
會
の
秘
書
○
の
留
鵠
巴
o
o
ぼ
の
提
案
で
、
こ
れ
は

自
然
科
學
の
領
域
に
お
け
る
同
襟
の
團
謄
を
研
究
し
だ
上

で
史
學
の
巧
遅
的
組
合
を
組
織
せ
う
ビ
い
ふ
の
で
あ
る
。

以
上
こ
れ
ら
の
提
案
や
淡
議
が
本
會
の
閉
會
ε
、
も
に
水

泡
に
愛
す
る
こ
ε
の
な
い
や
う
に
、
且
又
、
次
の
史
學
會

の
開
催
地
を
決
定
す
る
が
た
め
、
こ
の
十
五
日
の
総
會
は

最
後
に
お
い
て
、
全
會
一
致
を
以
て
左
の
事
項
を
決
議
し

て
後
閉
澄
し
た
Q

　
ラ
　
一
婦
五
回
萬
國
史
學
會
は
、
國
際
間
の
共
働
的
歴
史
事

業
を
進
捗
せ
し
め
る
た
め
に
、
常
設
の
史
學
研
究
の
國
際

下
機
關
ε
し
て
國
際
史
學
委
員
管
序
歌
騨
甑
9
色
∩
○
撃
冨
7

8
。
O
h
霞
の
8
昏
若
し
。
。
剛
豊
。
Φ
を
設
令
す
、
第
五
回
萬
外
史

學
會
幹
部
は
、
こ
れ
が
無
言
の
準
備
の
元
め
解
散
せ
す
に

事
務
を
ご
り
全
世
界
各
國
の
歴
・
憎
悪
會
ご
協
議
す
る
こ
ご

　
二
塁
五
回
萬
青
史
量
器
幹
部
及
び
之
に
代
っ
て
設
順
直
さ

れ
た
る
一
姿
員
は
，
　
一
九
二
六
年
四
月
十
五
日
以
前
に
、
　
｝

九
二
入
年
に
開
か
る
べ
き
次
回
の
學
會
開
催
地
を
決
定
す

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
、
六
五
　
（
五
八
七
）



　
　
　
第
八
懸
　
羅
纂
　
聖
ヤ
ー
コ
フ
毒
及
び
其
縫
域

る
こ
ご
〇

　
三
如
上
の
幹
部
及
び
委
員
は
、
第
五
回
議
総
譜
學
會
及

　
（
び
そ
の
他
相
當
の
史
學
圏
艦
か
ら
の
提
案
を
研
究
す
べ
し

　
四
如
上
の
幹
部
及
び
委
員
に
於
て
代
表
さ
れ
た
る
各
國

は
各
自
唯
だ
｝
票
の
投
票
灌
を
有
す
る
の
み
、

　
要
す
る
に
こ
の
學
曾
は
そ
の
標
榜
す
る
が
如
く
世
界
各

國
史
芦
品
の
吉
際
的
共
働
の
實
現
の
第
一
歩
で
あ
っ
た
。

か
く
の
如
き
は
大
戦
後
琶
界
軍
和
國
際
主
義
の
氣
運
に
醸

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
六
六
　
（
玉
入
八
）

成
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
前
世
紀
に
於
て
世

界
の
吏
學
の
進
歩
に
多
大
の
貢
献
を
な
し
、
こ
の
世
紀
に

入
っ
て
も
大
な
る
活
躍
を
績
け
た
濁
逸
史
學
者
が
、
こ
の

催
し
に
塞
加
し
な
か
っ
た
こ
ご
は
、
そ
の
理
由
如
何
は
こ

も
あ
れ
、
甚
だ
潰
｝
械
…
な
こ
ビ
、
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。

吾
々
は
凍
る
一
九
二
八
年
の
史
學
會
に
お
い
て
、
か
＼
る

憾
み
の
再
び
繰
り
か
へ
さ
れ
な
い
こ
ご
を
切
に
繋
る
も
の

で
め
る
Q

聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
及
び
乱
焼
域
文
學
士
　
雪
　
山

俊
　
　
夫

　
ワ
イ
マ
ー
レ
の
歴
吏
を
捌
っ
て
最
古
の
地
域
を
探
ぐ
る

ご
聖
ヤ
ー
コ
フ
寺
の
境
内
に
達
す
る
。
今
口
で
は
ワ
イ
マ

ー
ル
罵
言
者
又
は
遊
覧
者
の
注
意
を
喚
迦
す
る
こ
ご
甚
だ

薄
い
け
れ
ご
も
、
あ
の
｝
見
田
舎
の
小
都
會
に
見
る
や
う

な
小
規
模
の
素
朴
な
寺
院
ご
其
榮
域
ご
は
1
3
イ
ッ
の
文
化

首
都
の
登
窯
地
で
あ
っ
た
。
此
寺
の
開
基
に
就
て
は
寿
の

建
築
の
南
西
壁
に
あ
る
目
9
霧
9
ρ
塁
島
の
像
を
刻
し
た

墓
標
の
上
意
四
乃
至
五
米
突
に
嵌
め
て
あ
る
石
の
上
の
文

書
ご
、
寺
の
内
部
に
在
る
祭
壇
に
向
っ
て
左
の
柱
に
鑓
め

た
石
の
上
の
小
文
書
ご
に
刻
さ
れ
て
あ
る
が
、
地
上
か
ら
は


